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著作権法で認められる場合以外で、視覚障害その他の理由でこの雑誌を活字のままで読むことのできない人の利用に供する
ために、著作権者の許諾が必要な方は、国立国会図書館まで御連絡ください。

連絡先　国立国会図書館関西館図書館協力課
　　　　住　　所　〒619−0287
　　　　　　　　　京都府相楽郡精華町精華台8−1−3
　　　　電話番号　0774−98−1449

者たちが連携できるかどうかの方が重要であると本調
査の実施によりわかったからである。英米のオーラル
ヒストリー・アーカイブはそのような連携に成功し、
オーラルヒストリーを支える広大なすそ野を作ってい
た。

オーラルヒストリーの研究者と図書館・博物館の司
書・学芸員、アーキビストの連携は想像しやすい。し
かし、それだけではなく、例えば、地域の図書館であ
れば、地域でまちづくりに参加している活動家等も巻
き込んだ、オーラルヒストリーのネットワークが重要
であろう。日本には、それぞれの場に地域のオーラル
ヒストリー・アーカイブを担うにたる人材がいると思
う（7）。後はつながるだけだとも言える。そのつながる
ためのハブ機能を大学や図書館や博物館が担ってい
く。このような未来計画を共有することが、我々には
求められているのではないか。
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